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本
好
き
さ
ん
に
お
す
す
め
「
き
に
な

る
本
、
あ
つ
め
ま
し
た
」
コ
ー
ナ
ー

　

利
用
者
の
方
が
よ
く
言
わ
れ
る
の
が

「
一
度
読
ん
で
る
本
な
の
に
ま
た
選
ん
で

し
ま
う
。
好
き
な
作
家
や
ジ
ャ
ン
ル
を
選

ん
で
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら
…
」
と
。
本
好

き
さ
ん
「
あ
る
あ
る
」
で
す
ね
。
そ
ん
な

利
用
者
の
方
が
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と

出
合
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
ち
ょ
っ

と
「
き
に
な
る
本
」
を
集
め
て
コ
ー
ナ
ー

を
作
り
ま
し
た
。
小
説
は
、
時
代
物
、
恋

愛
物
、
社
会
派
、
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
か
ら
、

ま
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
心
理
学
、
自

然
科
学
、
雑
学
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
0
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
９
月
10
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
内
）

わが子が性別違和を訴えた。居場所を失
い、すべてを投げ出そうとしたこともあ
った。その時、親と子は何を考えていた
のか。実子が自分らしさを取り戻すまで
の 23年間を描いた渾

こんしん
身のルポルタージ

ュ。深く考えさせられる１冊です。

大手広告代理店のコネ入社を確約された
大学生 7人が毒殺され、同時刻、電力
会社にも男が侵入し立てこもり事件を起
こした…。時代にすべてを奪われてきた
者たちの悲しい半生。理不尽な社会を描
いた読み応えのあるミステリーです。

インスタグラムの基本的な使い方や、ス
トーリーズやリールの投稿テクニック、
集客・販促に役立つビジネスでの便利な
使い方、投稿を多くの人にみてもらう考
え方などを、画面写真とともに分かりや
すく紹介している役立つ１冊です。

濃い味と濃い感情が苦手な２人が、それ
ぞれ冷蔵庫に隠しているもの「わたした
ちは平穏」、結婚生活の大半が単身赴任
先で、定年前にやっと帰ってきた夫「あ
なた」など、感情のほころびに寄り添い、
心を解放してくれる全6編の短編集。

人には無害でも、動物にとっては有害…。
園芸植物や庭木、山野草には、毒性を持
つものが少なくない。愛犬と愛猫を守る
ために、アブナイ植物とその特徴、そし
て万が一の対処法などを場面ごとに分か
りやすく紹介しています。

小説 一般書

海霧 －ジリ－
馳 星周 著／ KADOKAWA

性別違和に生まれて 父と子で
綴った23年  松永 正訓 著／中央公論新社

氷河期のゴミ
櫛木 理宇 著／講談社

たぶん、恋しい
　一穂 ミチ 著／新潮社

ゼロからはじめる Instagram 基本＆便利技
リンクアップ 著 LIDDELL 株式会社 監修／技術評論社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

故郷の白老を飛び出し函館に流れ着いた
青年・大樹は、岡村興業の若頭補佐・宮
嶋が仕切る密漁で稼いでいる。一緒に暮
らす老犬ジリを通して、犬好きのホステ
ス・霧子と距離を縮めるが…。人と犬の
命の絆が、深く心に染みる１冊です。

図
書
室

行
こ
う
へ

▲手に取ってみたくなるような本を集め
ています。ぜひご利用ください。

犬と猫と暮らす人のための身近な有毒植物図鑑
井上 平太 医療監修 森 昭彦 植物監修／メイツ出版
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　今回は、甲佐神社の赤星宮司に「立願（りゅうが
ん）参り」について寄稿いただきましたので、掲載さ
せていただきます。

■ 安平区の「立願参り」

　日本は春夏秋冬の四季があり、初夏のこの季節、緑
川の水と豊かな自然に恵まれた我が甲佐町では、数地
区で立願参りが行われます。
　７月９日（木）に安平区の皆さんの参列で、田植え
が終わり、今年の豊作を願う祭り「立願参り」が甲佐
神社でありました。
　宮司が祝詞（のりと）を奏上（そうじょう）し、神
楽（かぐら）太鼓をあげ、続いて安平区長が代表して
玉串（たまぐし）に願いを込めてみんなでお参りをさ
れました。
　立願参りは、みずみずしい若苗（わかなえ）を植え

て、より良き稲の成長、台風・大雨、虫の被害に遭わ
ないよう祈願して行われる神事（しんじ）です。
　日本は古来より「瑞穂（みずほ）の国」とされ、産
業は稲を植えることで始まっていることから、産業の
発展、地域の繁栄を願います。
　稲の豊作に願いをかけ、秋の収穫で願いを解き、自
然の恵みに、また収穫に感謝の秋祭りを毎年10月９日
に行う習わしです。

■�

「
令
和
８
年
度
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
総
会
」
が
開
催

　

７
月
21
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
（
蔵
田
勇
治
会
長
）
の
令
和
８
年
度
総
会

が
開
催
。
各
関
係
機
関
の
委
員
に
よ
り
議
案

審
議
が
行
わ
れ
、
本
年
度
の
同
協
議
会
基
本

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
基
本
方
針（
抜
粋
）

　
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め

に
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
差
別
の

な
い
、
明
る
く
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
。

　
そ
の
た
め
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
を

人
権
教
育
の
重
要
な
柱
と
捉
え
、
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
し
て
人
権
意
識
を
培
い
、
差
別
意

識
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教
育
を
推
進
す
る
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
部
落
問
題
（
同

和
問
題
）
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消

す
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
が
、
単
に
人
権
問
題
を
知
識
と
し
て
学

ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
身
近
な
日
常
生
活
に
お

い
て
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
態
度
や
行

動
を
と
る
こ
と
の
で
き
る
人
権
感
覚
を
養
う

必
要
が
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
や
、
こ
ど
も
の
人
権
を
侵
害
す
る
い

じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
か
ら
学
校
、
職
場
な

ど
様
々
な
場
面
に
お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
性
的
指
向
・
性
自
認
に
関
す
る
偏
見
等

も
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
町
民
の
日
常
生
活
の
中
で
の
意

識
や
行
動
に
成
果
が
表
れ
る
よ
う
な
啓
発
活

動
・
研
修
等
を
実
施
し
、
広
く
町
民
に
浸
透

さ
せ
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　
こ
の
基
本
方
針
を
基
に
、
今
年
度
も
町
の

人
権
教
育
に
つ
い
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

本
年
度
の
人
権
教
育
推
進
へ
の
基
本
方
針
を
示
す

「立願（りゅうがん）参り」文化財探訪

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線327）

第135回

▲安平区の皆さんが参列して行わ
れた甲佐神社での「立願参り」

甲佐神社　宮司　赤星 出（上揚区）

▲青々とした稲が元気よく育つ安
平区の水田
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